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Approaches to Shokuiku and Dietitian’s Roles in Nursery School
Sayo Uesugi and Rieko Inaba















































































































































































































































































導している園は、A群 66.7%、B群 35.3%であった 
（χ2 : p<0.05）。農家の方と交流をしている園は、A
群 50.0%、B群 29.4% （χ2 : p<0.10）、野菜や果物の






　食事を残さず食べるよう指導している  58.3  82.4 ＊＊
食べ物をよく噛むよう指導をしている 100.0 100.0
食事の前後に手洗い ･うがいを指導している 100.0 100.0
朝食を食べてくるよう指導している  66.7  70.6
身体の成長や健康のために食事が大切であることを指導している  83.3  64.7
??????食事の前後にあいさつをしている  91.7 100.0
箸の持ち方を指導している  66.7  64.7
食事中の会話で楽しい食卓づくりをしている 100.0  94.1
食事の片付けを手伝わせている  91.7  82.4
食事の準備や配膳を手伝わせている  75.0  76.5
????
郷土料理が給食で提供されている  58.3  35.3
米の栽培や特徴について話をしている  16.7  35.3 ＊
食べ物の「旬」について話をしている  75.0  47.1 ＊
日本の食文化に関する体験をさせている  75.0  58.8





行事食が給食で提供されている  91.7  94.1
食に関わる人への感謝を指導している  91.7  94.1
魚や肉などいのちの恵みについて指導している  66.7  35.3 ＊＊
農家の方との交流をしている  50.0  29.4 ＊
野菜や果物の栽培活動をしている 100.0  70.6 ＊＊
????
食材に触れる機会をつくっている  75.0  47.1 ＊
調理体験をさせている  75.0  70.6
給食や料理を考える機会をつくっている  41.7  17.6 ＊＊
保護者対象の食育活動をしている  50.0  17.6 ＊＊
料理のレシピ等を家庭に持ち帰れるようにしている  50.0  41.2
　　χ2　＊ : p<0.10、＊＊ : p<0.05
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栽培活動をしている園は、A群 100%、B群 70.6%











75.0%、B群 47.1%であり（χ2 : p<0.10）、給食や料
理を考える機会をつくっている園は、A群 41.7%、
B群 17.6%（χ2 : p<0.05）、保護者対象の食育活動
















































食卓づくりをしている園は、C 群 100%、D 群
92.9%であった。箸の持ち方を指導している園は、
C群 80.0%、D群 50.0%であり（χ2 : p<0.05）、食
事の片付けを手伝わせている園は、C群 100%、D







60.0%、D群 28.6% （χ2 : p<0.10）であり、日本の食
文化に関するポスター等掲示が園内にある園は、C
群 46.7%、D群 21.4% （χ2 : p<0.05）と栄養士が給食
中に園児と関わっている園での実施率が高かった。







（B群 n=17） p value
食と健康 4.08±1.08 4.18±1.07 0.82
食と人間関係 4.25±0.75 4.18±1.19 0.84
食と文化 2.58±1.08 2.12±1.54 0.35
いのちの　　
　育ちと食 4.00±0.85 3.24±0.90 0.03
料理と食 2.92±1.44 1.94±1.48 0.09









































食事を残さず食べるよう指導している  80.0  64.3
食べ物をよく噛むよう指導をしている 100.0 100.0
食事の前後に手洗い ･うがいを指導している 100.0 100.0
朝食を食べてくるよう指導している  73.3  64.3
身体の成長や健康のために食事が大切であることを指導している  80.0  64.3
??????食事の前後にあいさつをしている  93.3 100.0
箸の持ち方を指導している  80.0  50.0 ＊＊
食事中の会話で楽しい食卓づくりをしている 100.0  92.9 
食事の片付けを手伝わせている 100.0  71.4 ＊＊
食事の準備や配膳を手伝わせている  80.0  71.4
????
郷土料理が給食で提供されている  60.0  28.6 ＊
米の栽培や特徴について話をしている  26.7  28.6
食べ物の「旬」について話をしている  66.7  50.0
日本の食文化に関する体験をさせている  66.7  64.3





行事食が給食で提供されている 100.0  85.7
食に関わる人への感謝を指導している  93.3  92.9
魚や肉などいのちの恵みについて指導している  66.7  28.6 ＊＊
農家の方との交流をしている  40.0  35.7
野菜や果物の栽培活動をしている 100.0  64.3 ＊＊
????
食材に触れる機会をつくっている  73.3  42.9 ＊
調理体験をさせている  80.0  64.3
給食や料理を考える機会をつくっている  26.7  28.6
保護者対象の食育活動をしている  33.3  28.6
料理のレシピ等を家庭に持ち帰れるようにしている  46.7  42.9
χ2　＊ : p<0.10、＊＊ : p<0.05





















































































（D群 n=14） p value
食と健康 4.33±0.90 3.93±1.21 0.32
食と人間関係 4.53±0.74 3.86±1.17 0.08
食と文化 2.67±1.29 1.93±1.38 0.15
いのちの
　育ちと食 4.00±0.85 3.07±0.83 0.01
料理と食 2.60±1.35 2.07±1.69 0.36
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 Summary
 The item of shokuiku is newly added to a nursery school childcare indicator, and the importance of the food education in a 
nursery school is increasing. The purpose is to find the relation of how with the shokuiku activity in a nursery school and 
meal observation of kindergartners by dietitian in the lunch time and we carried out the questionnaire to childcare work-
ers. As a result, it was 41.4% that the dietitian has participated in the shokuiku activity currently performed in the garden 
and 51.7% of dietitians were concerned with the kindergartner during lunch time. The dietitian was guiding how to use chop-
sticks, clear up of a meal, and cultivate of vegetables in the garden which has relation with the kindergartner at the time of sup-
ply of food. The nursery school dietitian is urged to observe a kindergartner’s meal and the situation of play, and to partici-
pant in the shokuiku activity which cooperates with a childcare worker positively. 
